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学 　校　 関　 係　 者　 評　 価

実 施 日　令和７年３月４日

番号 評価項目 具体的方策（◎重点） 達成度 次年度への課題と改善策 学校関係者からの意見・要望・評価等

1

学力の向上

体力の向上

◎各種学力調査を活用して、自校の実態や課題に応じ
た学習指導を行う。
◎主体的対話的で深い学びを目指した授業改善を推進
する。
◎児童の健康・安全を第一とし、感染症対策や熱中症
対策に配慮した教育活動を行う。
〇「スタディウィーク」の取組、「家庭学習のすす
め」「ターナちゃんノート」を活用し、家庭学習の充
実を実現する。
〇運動への挑戦回数や機会を保障する体育授業と体育
活動を実践する。

Ａ

○国語及び各教科等におい
て、引き続き「読解力」を
向上させていく。
○他教科の指導力向上に向
けた研究を行う。
○児童の健康・安全を第一
とした教育活動を引き続き
行う。
○体育の授業に進んで取り
組む児童を育成するような
工夫を広める。

・ＩＣＴを活用した教育をしている。必要な
場面に応じて活用できるよう工夫をしてい
る。
・アンケート結果は、児童と教師で差があ
る。ここまで育ってほしいという教師の思い
があり、教師にとっての反省も含まれた結果
となっている。
・児童は家庭学習をやらなければいけないと
いう意識が高い。家庭学習の質も高めたい
が、児童と教師の意識に違いがある。それ
が、アンケートに現れている。
・高学年の読書は、量と共に内容も高まると
よい。読書のさせ方にも工夫が必要なのでは
ないか。

2

豊かな心の育成

基本的な生活習慣
の確立

◎保護者面談・家庭訪問・電話連絡等により、児童の
心情と学習・生活の状況の把握、児童のよさを共有
し、学校と家庭で見届けの充実を図る。
○自己有用感の育成、傾聴の指導の連鎖を実現する。
◎相手に伝わるようなあいさつの仕方（声、動作）の
指導を継続する。
○研修により課題のある児童に対する指導力の向上を
実現する。
◎校内ケース会議の実施による校内支援体制と指導方
略の構築・共有・協働をより明確にする。
○教育委員会・健康福祉課・保健センター・嵐山学
園・民生委員等関係諸機関との連携を強化する。

Ａ

○「時・場・礼」を大切に
した指導を教員が手本と
なって推進する。
○引き続き「あいさつ」の
指導をする。児童が、地域
の方・来校者に、自らあい
さつできるよう随時指導す
る。
○校内組織の活用・関係機
関との連携を今後も推進
し、生徒指導・教育相談を
充実させる。

・今年度から組織した「子供支援会議」はよ
い取組である。教職員の中から声があがった
ことから設置へとつながっていったという流
れもよかった。
・義務教育における不登校児童を減らすため
には、小学校からの支援が重要である。
・児童のよりよい教育のため、学校と保護者
との連携が重要である。
・最近、土日に地域で小学生が遊んでいる姿
を見かけない。習い事に通ったりや自宅で
ゲームをしたりしていることも多いようであ
る。コロナを機に、子供たちの行動が変わっ
てきたと感じる。

3

開かれた学校づく
り（応援したくな
る学校づくり）

〇学校の方針を丁寧に説明する。
◎スピード感のある対応の徹底する。
〇保護者や地域住民の意見や不安に教員自ら自分の言
葉で応え、丁寧に説明し、合意形成を図る。
◎保護者面談・家庭訪問・電話連絡等により、児童の
心情と学習・生活の状況の把握、児童のよさを共有
し、学校と家庭で見届けの充実を図る。（再掲）
〇配慮が必要な児童等への働きかけや懸案事項の解決
に向け、関係諸機関との連携を強くしていく。
◎教職員に「学校が地域のランドマークとなる」こと
の意識付けを図る。

Ｂ

○学校ホームページの更新
を進める。
○次年度も、学校公開を実
施し、保護者・地域に本校
の教育活動を知っていただ
く。

・保護者にも、年１回奉仕活動に協力してい
ただいている。今年度は、９月に実施した。
・学校の環境整備には、親路の会に御協力い
ただき、感謝している。

4

教育の質の向上を
図る働き方改革

◎時間外在校時間の目標設定から、教職員のタイムマ
ネジメントを推進する。

〇本校の働き方会改革についての方針・取組等を、保
護者・地域への様々な機会を通じて説明する。

〇行事の目的を再確認し、内容等の精選を進める。
〇行事担当職員の企画・運営への挑戦を支えていく。

Ｂ

○授業における余剰時数を
減らし、教職員の負担を軽
減する。
○教育効果と教職員負担軽
減を勘案し、学校行事等の
計画・実施をする。

・デジタル教科書の活用が効果的である。引
き続き有効な活用の仕方について研究を進め
ていくとよい。
・ＩＣＴを授業に活用しており、分かりやす
い授業実践に効果的である。ただし、そのた
めの準備が負担となる。時間の使い方を考え
る必要がある。宮前小では、学年内で分担し
て資料を作成・共有している。
・ＩＣＴもよいが、自分で「書く」ことも大
切である。大事なことは、書く時間も確保し
てほしい。

※学校関係者評価実施日とは、最終回の学校
　評価懇話会を開催し、学校自己評価を踏ま
　えて評価を受けた日とする。

○「開かれた学校」に関
する保護者の好意的な評
価は８５％だった。
○１１月３０日（土）に
学校公開日を設定し、保
護者・地域の方に本校の
教育活動を公開した。
○電話連絡・家庭訪問・
教育相談等により、適
宜、学校と保護者で情報
を共有した。

○保護者等対象のアンケートで、「開かれ
た学校」に関し、９割以上が好意的に評価
したか。

〇地域の方々への公開を設定したか。

○「基本的生活習慣の確立」
に関するアンケートの好意的
な回答は、児童９２％、保護
者８６％だった。
○教職員の肯定的な評価は、
８0％だった。
○日頃から報告・連絡・相
談・記録を行った。必要に応
じケース会議を開催し、チー
ムとして対応した。
○今年度から「子供支援会
議」を組織し、多角的な視点
から児童のよりよい教育につ
いて協議・実践した。
○滑川町教育委員会・滑川町
福祉課と連携した。

　　出席者　学校関係者　　 ８名
　　　　　　事務局(教職員) ３名

目指す学校像 子供たちの笑顔がいっぱいの学校

重　点　目　標

１　学力、体力の向上
２　豊かな心の育成、基本的な生活習慣の確立
３　開かれた学校づくり（応援したくなる学校づくり）
４　教育の質の向上を図る働き方改革

学　　　　　　　校　　　　　　　自　　　　　　　己　　　　　　　評　　　　　　　価

○「学力向上」に関する好意
的な評価は、児童９０％、保
護者８５％だった。
○文学的な文章の読解力向上
を目指し研究を行った。授業
研究会は、全体研修３回、ブ
ロック研修３回実施し、叙述
にもとづいた学習指導等、共
通理解した。
○１年生が、体育の授業公開
を行った。日頃の体育の指導
について、さらに共通理解を
していく必要がある。

年 度 評 価（ ２月１日 現在 ）

〇出勤退勤時刻を把握し、仕事の優先順位の意識
等、タイムマネジメントの意識が出てきている。
〇SSS（スクールサポートスタッフ）の活用を推進し
ている。
〇教職員の働き方改革について保護者等への説明・
周知が進んできている。
●８０時間/月を超える時間外在校時間の職員がい
る。
●教育の質の維持・向上のための「働き方改革」を
意識し、行事の精選や教職員の意識改革を進める。

〇時間外在校時間の削減を進めることがで
きたか。

◎８０時間/月を超える時間外在校時間の
職員を0人にできたか。

〇教育の質を維持向上できたか。

〇教職員が挑戦する意欲をもって、取り組
むことができたか。

○定時退勤推奨ウィーク
を実施した。
○８０時間/月を超える職
員を０にできなかった。
○表札訪問の実施、運動
会を得点制に変更、持久
走の取組を変更（大会形
式の廃止）、夏休みの教
育相談を実施した。

〇自己有用感の育成、傾聴の指導は、成果が継続さ
れている。

●自己有用感の育成、傾聴の指導を継続する。

●校外でのあいさつ、丁寧な言葉遣いに課題があ
る。

●ケース会議等、校内の連携充実を図るとともに関
係諸機関の連携強化を継続する。

○「開かれた学校」について好意的な評価を得てい
る。
〇見守り活動・奉仕作業・読書ボランティア・資源
回収など、保護者・地域の方から多くの支援をいた
だいている。
○PTAと「親路の会」による奉仕作業を複数回実施で
きた。
●学校公開日を設定し、保護者・地域に普段の学校
の様子を見ていただく機会を設ける。

現状と課題● 評価項目の達成状況

○児童、保護者対象のアンケートで、基本
的生活習慣の確立に関し９割以上が好意的
に評価したか。

〇学校自己評価で、児童像の育成に関して
全職員が成果を認めたか。

◎校内支援体制の充実と関係諸機関との連
携により、課題を解決したか。

方策の評価指標

○学校評価に係る児童・保護者対象アン
ケートで、「学力向上」に関し９割以上が
好意的な評価をしたか。

◎国語科の研究を推進し、授業実践や具体
的な授業改善の方略を見出すことができた
か。（学校課題研究）

○体育授業において子供たちが挑戦する回
数・挑戦する時間の保障に向けた取り組み
を共有したか。

年　　　　　　度　　　　　　目　　　　　　標

〇授業規律や学習意欲・態度については、概ね良好
である。
●各種学力調査結果の活用を活用した授業改善サイ
クルを一層推進する必要がある。
●学習指導要領の主旨を踏まえた指導実践と改善を
重ねて充実していくことが課題である。

○新体力テスト総合評価上位３段階（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
の割合は、78.1％である。
●意のままに動ける体づくりを進めていくことが課
題である。

変化の兆し(４割以上)

達
成
度

※　重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。
※　番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。

ほぼ達成(８割以上)

概ね達成(６割以上)

不十分(４割未満)


